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用水路の生き物たち '98

4月 26日、朝から少し心配な雲行きでしたが、佐須の水路の清掃兼生き物調
査がおこなわれました。私にとっては久しぶりの参加でした。

当日は気温が低いためか、チョウやトンポが飛び回る姿は見られませんでし

たが、水量豊富な (春から雨が多いせい?)水路の中を覗いてみると…
まず目につくのはオタマジャクシ。春一番に産卵をはじめるアカガエルのオ

タマジャクシです。アカガエルはあまりに早く産卵を開始するため、春に雪が

多い年には卵が凍りついてしまうこともあるほどです。

アメリカザリガニはあいかわらずたくさん採れました。やはり、大きくて真
つ赤なものが人気な様子。私は最近、アメリカザ リガニをエビチリ (ザ リチ

リ?)に して食べる機会に恵まれましたが、殻を剥いている時には「泥臭いな」
と思つたものの、身は全くのエビの味で美味でした。ただ、体やはさみが大き
い割にお腹が小さいので、たくさんつかまえたわりには、あまり食べられませ

んでした。

セキシヨウモの下に網をかまえて、上流側からジャブジャプとぉどかすと、
網の中にエビが入ります。ヌカエビです。薄い緑色で体が透き通つているもの
と、黒つばい色で体が透き通つていないものと、2種類いるように見えますが、
黒つばいものは繁殖期を迎えたメスで、よく見るとお腹に卵を抱えています。
観察が終わつて水の中に放してあげると慌てて水草にしがみつきます。飼育す
るときも水草を入れておいてあげるといいでしょう。

湧き水の水路の象徴、ホトケドジョウが今年はたくさんとれました (普通の
ドジヨウも大きなものが 2匹採れました)。 ホトケドジョウは 4mく らいの大
きいもので、このくらいのサイズになるには最低でも 2年 くらいはかかるもの
と思っていましたが、横浜市での調査によると、1年間でこのくらいのサイズに
なるようです。5月頃から 6月頃に稚魚が孵化する (9月頃にも少し繁殖する)
ようなので、今回採れたホトヶドジョウたちはそろそろ 1才の誕生日を迎える
のでしょう。昨年は比較的雨が多くて、深刻な水不足にならなかったことが、
今年の豊漁の原因かもしれません。1匹生まれたばかりの稚魚がつかまりました
が、今年の 4月は暖かかったので、もう繁殖が始まったのでしょう。ホトケド
ジヨウの成長や食性 (何を食べているのか?)については、信山社の『都市の
中に生きた水辺を (身近な水環境研究会 編)』 という本の中に紹介がありま
す。その本によると、ユスリカの幼虫やミズムシをよく食べているようです。
佐須の水路にもミズムシはたくさん住んでいます。庭の植木鉢や石ころをひ
つくり返すとダンゴムシに混ざつて、ヮラジムシが見つかります (ダンゴムシ
のように丸くならず、ちょっと平たい体をしたアレです)。 ミズムシはヮラジ



ムシそっくりで、いわば水中ワラジムシです。湧き水の小川から公園の池まで
いろいろなところにすんでいます。ミズムシを飼っている水槽に枯葉を入れて
おくと葉脈だけを残してきれいに食べてくれます。

今回の生き物調査では、ミズムシに似たヨコエビも 2匹つかまりました。こ
ちらはワラジムシよりはダンゴムシに似ています。ダンゴムシを縦に平ぺった

くしたような体つきで、エビに似ていなくもありません。西日本の小川や湖で

はウジャウジャ採れますが、東日本には比較的少なく、佐須の用水路で見つけ

たのは初めてです。

ホトケドジョウのもう 1つの主要な餌であるユスリカの幼虫は、アカムシと
呼ばれています。釣の餌や金魚を飼うときの餌としてペットショップなどで売

っています。これも用水路で見つかりました。親は蚊に似ていますが、
`血
は吸

いません。

水路にはほかにどのような水生昆虫がいるのでしよう?全体的に小さいもの
が多かつたので、子供たちにとってはザリガニやオタマジャクシの方が魅力的

なようでしたが、カワグラの 1種の幼虫、コカゲロウの幼虫、モンカゲロウの
幼虫、オニヤンマの幼虫、シオカラトンポの幼虫が採れました。

モンカグロウの幼虫はちょつと変わつた格好の虫です。細長い腹部の上にフ

サフサとした毛がたくさん生えています。これは鯉 (エラ)で す。足は結構ゴ
ツイです。特に前足はまるでモグラのようです。それもそのはず、モンカゲロ

ウは水底の泥の中に穴を掘つて生活しているのです。鯛が背中側についている

のも、大事な意味があります。モンカゲロウは泥の穴の中で鯛をユサユサと動

かします。すると水の流れがおきて、モンカゲロウの巣の中に水と一緒に細か

いゴミが入つてきます。モンカゲロウはこの「ゴミ」を食べて生活しているの

です。もしも、お腹の下に認がついていたら、水の流れを起こすのも大変だし、

息苦しいかもしれませんね。モンカゲロウは 4～5月が羽化の季節です。つかま

つたけつこう大きな幼虫は羽化間近だつたのでしよう。

今年は柏野小のすぐ下の泥深いところでの採集はしなかったので、大きなオ

ニヤンマのヤゴは採れませんでした。昨年生まれの小さいものは採れましたが、

「オニヤンマのヤゴよりもシオカラトンポのヤゴの方が大きい !」 というやや

こしいことになりました。

久しぶりの用水路でしたが、あまり変化も無く、またまだ楽しめるなといつ

た感じでした。

1    上村 佳孝
東京都立大学

理学部生物学科
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「用水路 の清掃 と隼 き物調査 に参加 して J

田村 正人

今年で田んぼの米づくりも 3年 目。忙 しい事務所 と現場の仕事の間をみて
土いじり草いじりするのが気持ちよく思えてきた。それにしても、やつぱ り

天気がいいのが一番だ。自んぼを始めて野川の水の流れがやけに気にかかる
ようになり、今年は今のところちよつと
ホッとしている。行政が勧めている雨水浸透式～で、土堆の保水力が増した
のか !?(そ んなに急にはムリですヨ…)      :

巾 1問 ほどの水路を上流か らゆっくりと歩くと、あります、あります、ビ
ニール袋 と空き缶。空き缶はゴミ拾いの楽 しみ ?で、その中にバルタン星人
みたいなザ リガニがいる。投げ込まれてから時が経つているほどザリガニが
いる確率は高く、中をのぞき込んだ子供たちに歓声を上げさせる。
ちょつと水か ら出て用水路わきを歩いていると、下流のほうから四方田さ
んが呼んでいる。水の中に 1メ ー トルもあるような青大将が弱つて丸くなつ
ているのだ。溺れてしまつたのかと思つたが、後で説明を聞くと、本に登る
のも泳 ぐのもうまいそ うだ。何か悪い物を飲み込んだか、骨折でもしたらし
い。 ともあれ、その青大将には しばしみんなのお もちゃになつてもらい、神
社の本にお移 りいただいた。
用水路のゴミの量は例年より少な目だけど、それでも、木つ端、雑誌、ペ

ッ トボ トル、自転車、タイや、ゴムキャタピラ、建築資材 ゴミなど、いつも
の多彩な顔ぶれが揃つていた。
リヤカー約 3台分のゴミを片づけて、上流の生き物探 しをしていた連中と
合流。                        ′

♂、♀はオナカに足のような物がある。
11セ ンチ位のが 2匹。
3セ ンチ位のがいつぱい。
しおから トンボは 1.5セ ンチ位、
オニヤンマは太め。
10匹 くらい捕れていたかな。
まだ小さかつたけどいつぱい。しく
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トンボ博士の上村さんの説明を聞いて、一同フムフムと納得
運びとなつた半日だ0た。
帰つてからの、やはリビールは1家でゴロゴロしているとき
段に うまかぁ―のビールだつた。
さあ、今年の豊作に、一人手ンマ リ乾杯 とい う訳。

しつつ解散の

とは違 う、 格
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「た く さん 見 た 生 き物 」

柏野小 5年 大場 孝信

ほとけどじよう、どじよう、おたまじゃくし(に はんあかがえる)、
ザリガニ、かげろう、やご、あおだいしょう、を見た。どじょうは、
どろの中に住んでいるから、どろの中にあみをつっこんでつかまえ
た。ほとけどじょうもだいたいおなじようにつかまえた。けど、ほ
とけどじようは水くさのところにいるから、そこにあみをつつこん
だ。ほとけどじょうは、わき水のようにきれいな水でないと生きら
れないと上村先生が言つていた。この用水路はすごくきれいだな―

と思つた。ほとけどじょうは 5セ ンチメー トルぐらいでふつうのど
じょうより小さかつた。顔はにていたと思う。なんでほとけどじょ

うと言う名前になつたんだろう?
かげろうはせなかにえらのようなものがひらひらしていて 8の字
を書いているように見えた。長 さは 2セ ンチメー トルぐらいだつた。
この日はぼくの同級生のそ う田君と関口君も参加していた。 2人
も水の中の生き物が好きだから、、楽しくつかまえた。
たまごをもつたえびをつかまえてみると春が産らんの時期だとわ

かった。
友達といろいろな生き物をつかまえたこともたのしかつたけど、
上村先生がぼくたちのつかまえた生き物を、くわ しくお しえてくれ
てとても勉強になった。

華

0理

¬



「調布市水辺環境保全基本計画」っては こヽ?
尾辻 義和

堅い話ですが、最後までおつきあい下さい。

調布市は、平成 8年度「調布市水辺環境保全基本構想」を建て、平成 9年度に

それに基づいて「調布市水辺環境保全基本計画」の策定を行いました。策定委員

会は 5回の委員会を経て、これをまとめ、市長に答申しています。
これと並行して、市民による活動もいくつか行われています。平成 8年 8月 に
『水辺の楽校シンポジウム調布 1996」 が学校と水辺の一体的な活用をテーマに

開催されました。平成 9年 3月 には「調布の水辺環境シンポジウムJが児童館ホ
ールで開催され、調布の水辺環境をテーマにパネルディスカッション、市民活動

の発表も行われました。また、平成 9年度市民講座として水辺環境をテーマに市
民が先進事例の見学や、勉強を重ね、具体的な市民提案などが行われました。平

成 9年 10月 10日 には、 2回 日の「調布の水辺環境シンポジウムJが 『 調布
にいきづく田んぼ トーク』と題 して行われ、筆者が実行委員長を務めさせていた

だきました。パネルディスカッションでは会員の大本智恵子さんに田んぼの取 り

組みなどをお話ししていただきました。このシンポジウムでは、私達が毎年清掃

と生物観察会を行つている佐須の用水路と周辺の田んぼを焦点に意見交換が行わ

れ、この周辺の貴重な環境が再認識されました。

予定では、この計画が市長の承認 ?を得て、建設省、東京都環境保全局などの
サポー トで柏野小学校にモデル事業を行 うはずでしたが、小学校や PTAの 反
対 ?で実現は先送りされています。行政の担当者はあきらめないと言つておりま
すが、当事者には、やはり急な話ではなかつたかと思います。いつもの、行政の

独断専行型ではないかという気がします。また、もともとグランドが狭いという
ことがあるところへ、道路計画による学校用地縮小が、おそらくPTAな どに何
の説明もなく行われるということでは、理解がすんなり得られるというわけには
いかないのではないでしょうか。地域における小学校の問題を地域と共に トータ
ルに考えることもなく、建設部は計画だからといって道路のためにグランドを削
り、環境部は水辺環境を保全したいから水路を作 りたいというだけでは、当事者
は踏んだり蹴つたりという気がします。

市民参加がよく言われており、調布市のマスタープランづくりも市民参加で行
われるようなところまできているのに、このモデル事業が地域の市民参加で行わ
れなかったのが残念です。一度、計画を小学校の職員や、PTAに 預けてみては
どうかと思います。調布市 (環境部)の考えていることの理解は得られると思い
ます。職員や、 PTAが この事業を子供達や地域にとって重要な物であることを
認識するのに時間はかからないと思います。この問題を機会に、柏野小学校が抱
える問題を トータルで考える場を作って、自分たちでよりよい学校環境を築き上
げていくことを実践 してみてはどうでしょうか。
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野川流域地園を作 りは じめて はや 1年 半が経 ちま した。 この間に、 13枚の野川流域地 □

を描 き上 げ、『 野川流域地図』 とい う本 も作
って しまい ました。 ここで、あ らためて、 13

枚の野川流域地目をざ っと紹介 し、「 河原版」で
の紹介 政定 を立ててみ ます。

13枚の野川流域地国 とい うの は、

①水源 (野川源流からあやめ橋まで :日 立中央研究所や国ダ等のあるあたり)

②国分寺 (あ やめ橋から西之橋のひとつ下の橋まで :殿ケ谷戸庭園のあるあたり)

③小金井 (坂下橋から丸山橋まで :槍浪泉園や前原小学校のあるあたり)

④前原 (新前橋から箭員舶橋まで :武蔵野公園や調節池のあるあたり)

⑤野川公園 (二枚橋から相曾浦橋まで :野川公園や ICUの あるあたり)
⑥大沢 (樫橋から清水橋まで :国立天文台や調布飛行場のあるあたり)

⑦深大寺 (八幡橋から橋場橋まで :神代植物公園のあるあたり)/1994渇水期版もあり

③佐須 (橋場橋からおかね橋まで :水生植物園のあるあたり)/1994渇水期版もあり

⑨大町 (お かね橋から小金橋まで :大町小学校や野川小学校のあるあ
たり)

⑩入間 (小金橋から谷戸橋まで :西野川せせらぎや入間公園
のあるあたり)

①若葉 (入間橋から明神橋まで :瀧坂小学校や実篤公園
のあるあたり)/入 間川流域

⑫柴崎 (近幸橋から中仙川橋まで :柴 崎緑道や上ノ原公園
のあるあたり)/入 間川流域

⑬野ケ谷 (入間川源流地跡から中仙川橋まで :諏 訪神社
のあるあたり)/入 間川流域

(⑤⑦③は改作で、一度作 ったものをまた描き直し
ています )

ですが、これらの地日の詳 しいことは『野川流域地図』
をご見 ください。また「河原版」

の紙面をお借 りしても紹介 しますが、その内容は、

「深大寺」 (改作でない):N009/野 川流域地固作成
の進め方 /199406済

済 「 柴崎」

「若葉」

「佐須 改作」
「大町」

「入間」

「野ケ谷」

「大沢」

「改作 野川公園」
「前原」

「小金井」

「 国分寺」

豫定 :「 水源」

NQ 10/野 川流域地 日の案内 と掲載順序 /199411

1Q l1/保 存樹木番付 /199505

NQ 12/野 川流域地園の案内

Ne 13/用 水路・ 緑道 番付

No 14/緑 の環境保全地匡・ 緑地番付

NQ 15/小 規模公園番付

NQ 16/中 規模公園番付

No 17/寺 社番付

NQ 18/湧 水番付

Ne 19/野 川流域地固作成の手順

NQ 20/い ろいろな絵地国紹介

:m21/絵 地日の意味

済

今獲

豫定

豫定

豫定

豫定

豫定

豫定

豫定

豫定

を考えています。

『野川流域地図』の内容
は大 きく三つに分かれています。

1)13枚の野川流域地口を紹介する内容

2)野 川流域地国の作成過程を紹介
・ 検討 し、絵地日とはどういうも

のなのかを考える内容

3)野 川流域地目を作 るために参考
にしたり材料にしたりした資料の紹介す

る内容

「河原版」では、1)の 内容
の ものを毎噴掲載 し、2,の 内容

の ものをM19・ 21で掲載 し、 3ヽ

の内容の ものを各種番付や NQ 20で掲
載 していく豫定です。

野川流域地日はできあが
つた らかなり量の多い ものにな

ったので僕 も四苦八苦 していま

す。「河原版」ではゆつくり紹介し
ていきたいと思っています。

『野川流域地図』は日書
館に置いてもらうことを考えて

います。『野川流域地図』をご

寛になりたい方は日書館から借
りるようにして下さい。都

立固書館にも置くことを考えて

いるので、お近くの日書館になくても、都
立画書館から取り寄せてもらって借りる

ことが

できると思います。
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2.

ご喜サた しました !

昨 年 (97年 )の た ん ぼ 耕 作 報 告

大木健次

揚

2年振りのご無沙汰でございます。たんぼを始めて、今年で 6年目になりました。
この間、たんぼのメンパーには、結婚した人、少年野球のコーチ役にのめり込んでいる人、
犬を飼い始めた人、等々様々な変化がありました。
平均年齢も上がりました。その分子供たちも大きくなりました。大きくなった子供たちが、
親同様にたんぼ好きになっているかというと、必ずしもそうでありません。
またそれでいいと思います。
今の子供たちの内の一人か二人でも、大きくなったときに、自分でもたんぼをやってみよ

うと思ってくれればよいと思います。
ただ、大人の若いメンパーに参加してほしいと思うこの頃ではあります。
昨年1年のたんぼ耕作の様子を、たんぼ新聞から抜粋してご報告します。

1.             (4月 26日 )

3日 前に水浸させたアキニシキの種もみを苗代に撤くべくたんぼに行ったところ、
他にメンパーがいないのを見かねた大家の竹内さんが、苗代の切り直しから種蒔き
までを手伝ってくれました。苗代の上を細かくすべく小型耕転機を出して何度もう
なってくれ、化成肥料を貸してもらい、更に御自身で種を撤いてくれました。

「 いい種だし、面積的にも充分」とのことでした。

(6月 8日 )

前日に畔の内側に溝を掘り、水を引き入れておきました。当日朝、まず、パケッで
溝にたまった水を畔にかけます。それから一辺ごとに、泥作りと畔塗りをしました。
最後は鍬でなで付け、今年も立派な畔ができました。昼頃には最初に作った畔の上
を子供が歩けるくらいに乾いていました。
久 し振りに大勢参加。大入 6人、子供大勢がたんぼに集まり、盛況でした。

3. (6月 20日 )

前日の雨で、待望の水が田目を浸している。朝 7時。メンパーの尾辻さんに電話 し
代かきすることに決定 (会社を午前半休)。 台風の通過前で、断続的な雨。水は十
分。苗代はそのままにして、田圃を縦横充分に耕転機でこねる。水温は暖かい。

(6月 20日・ 21日 )

20日 の苗取りは参加者が少なく、時間がかかる:かがんでの作業はつらいものがある。
初参加の佐藤さんは、「 こんな大変な思いをしたからには、その分、収穫祭で、餅を食
べまくる。」と激自。確かに8週間置いた苗の根の張りは強いものがありました。
苗をとった後を代かきし、泥の沈殿を待って田植えを開始。
神田生まれの江戸っ子・ 大場さんは、「 日本文化としての田植えは「型」が大切」と、
認識も充分に、生まれて始めての田植え。
午後からは、 5年生の女の子が 5人・早乙女"の ごとくさっそうと登場。田目が華やぐ。
田目の端で、最初から最後まで、泥の中を泳いでいる男の子もいる。
終わって乾杯したビ…ルの旨かったこと。今年は最高。
21日 は更に盛況。依田さんの近所の子供たちが繰出し、アッという間に、残り3分の
2が終了。今年の盛況ぶりを見るにつけ、田植えと餅つきは特】1だ、との感慨新た。

5. (7月 13日 )

株のまわりの泥を手でかき回す、「一番草」の作業をしました。根に酸素を供給 し
横にはった根を切り、下根を伸ばすように仕向けるための作業です。田植えから3
週間、株は、分けつと伸長を開始 していました。オタマジャクシが沢山いました。

■黙熙零■
"=ヾ“",中

rr,1黒 ,,
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(7月 27日 )

尾辻さんが、「害虫の幼虫を 1時間で、 100匹 とった。」と教えてくれました。
害虫の季節がやってきました。「虫が葉を食べる音が聞こえる」 (去年の竹内さん談)
状態は、今年は是非避けようと思っています。
そこで、去年の余りの殺虫剤 (パ ダン水溶液)を噴霧器にいれて、田んぼへ入りまし
た。ガの類は、ほとんど見掛けませんでしたが、用心に越したことはありません。
また、竹内さんのア ドバイスで、田んぼの水を少なめにしました。今後は、穂水、花
水など必要に応 して、取水することとします。

(8月 22日・ 23日 )

熱帯夜・ 耳をつんざく調布音頭・ 煙 0歳と共に衰える足腰……真夏の夜の夢 0柏野
夏祭りの閉会と共に、やきとりの夏が終わりました。費用捻出と地域親睦のために
参加 して 3年目。今年は、 2日 目に、凄まじい夕立付きの、フィーパーでした。
人手不足を心配 して金曜日に駆け付けてくれた、メンパーの中野さん、大場明子ち
ゃん、焼き手の主力として活躍してくれた尾辻さんのお兄ちゃん  には大感謝。
日曜日の後片付けには、尾辻さん、大場さんに協力いただきました。

8.攀轟螂謹壇轟鷺翻璽圏醸轟 (10月 4日 05日 )

今年の稲は順調です。実りは最高です。 8月 中旬には、出穂が終わり、現在は黄金色に
たれています。水路側の穂はすずめにたぺられています
9月 13日 に急いで水糸を巡 らせ、防鳥用のビカピカ光るテープをたらしました。
稲刈りは 1日 目が雨でした。はぎを組む竹が、稲の重みでポキポキ折れました。久 し振
りのズッシリと重い穂でした。
また、葉は青々としており、いい藁がとれそうです。 5年生の女の子たち、大場さんの
おじいさん、参加ありがとうございました。

(10月 25日・ 26日 )

秋晴れが続き、業も実も、十分乾いてます
はざから降ろす東は、穂だけがズッシリ重く、収穫の実感十分です。
籾にして、 9袋とれました (う ち、もち米 3袋 )。 玄米換算で、 6袋 (120LDい く
んじゃないでしょうか。
去年の不作を挽回し、田んぼは完全復活したようです。
竹内さんから毎年借りている、年代物の脱穀機は今年も十分働いてくれました。
尾辻さんや、田村さん、堀さんなど、当会気鋭の「機械に強い」方々がしっかり使
いこなしておりますが、それでも、徴妙な調整により、機械のご機鎌を伺いながら

うまくおだてて働いてもらっているような風情がなんともいえません。愛すべき機
械といえます。収納の際、堀さんに錆止めをさしてもらいましたが、外側さえもて
ば、まだまだ使える優れ物なのではないでしょうか。
佐須地区の農地が、泥田→暗渠排水→用水路の舗装化→水量の減下→畑作転用の変
遷をたどった歴史と共にあった、歴史の生き証人的な存在なのでしょう。

10.甕轟雲導菫璽醸轟菫避鐵璽醸灘 (11月 24日 )

前日に精米し、収穫は、もち46kg、 うるち84kgの 計130kgと 豊作。
そのうち、餅つきに25kgま わして、もち、とん汁、焼き肉、焼き芋の豪華メニューの

収穫祭となりました。当日の天気は晴れ、田植えの日を思い出します。順調な 1年の
締め括りにふさわしい天気でした。

参加者は、会員の家族に友人・ 知人を含め、50～ 60人 ほども.  ・

合いの手の大場さん、堀さん、今年もありがとうございました。田村さんのィンナが

合いの手がうまいのは発見でした。
つき手のお父さんたちのコンデイションが心配されましたが、途中から入ったビール

の勢いのせいか、船研のお兄さんたちの加勢のお陰か、無事済みました。

大場さんのおじいさんをはじめ、差し入れをいただいた方々には、ありがとうござい

ました。会員の皆様、後片付けまでご苦労様でした。ゲス トの方々、来年は田固仕事

でお会いしましよう。

6.



田んは 0カニ山の生き物レポート
<1995年 夏 > .    

上村 佳孝 (大学 1年 )
8月 20日 。あいかわらずの暑さの中、今日は田んぼの害虫退治の日。ついでに、田

んぼに住むいろんな生き物 (イイ奴もワルイ奴も)を観察しました。僕は害虫はあ
まり取りませんでしたが。・・。

まず、みんなの注目を浴びたのは、たくさんのアゲハチョウ。地面にたまった水

をみんなそろつて飲んでいました。実はチョウの中で水を飲むのはオスだけです。

なんで、オスだけが水を飲むのか ?メ スを探して飛び回り、ほてった体を冷やすた

めという説もあるようですが、詳しいことはよく分かつていないようです。モンシ

ロチョウもつかまえました。それから、庭先でもお月1染みの小さなヤマトシジミ。

稲の葉の布団でヌクヌクしていた憎い害虫は、イチモンジセセリの幼虫でした。イ

チモンジセセリは秋にいろいろな花に来る小さな茶色のチョウですが、色が地味で

素早く飛ぶため、ガやハチとよく間違えられます。

害虫といえば、ハネナガイナゴもいました。イナゴはバッタの親戚です。田んぼ

にはヒシバッタ、オンプバッタ、ショウリョウバッタ (特大 !)がいました。バッ
タの仲間はたいていの場合、メスの方が大きな体をしています。オンプバッタの場

合、おんぶしているのがメス、されているのがオスです。

バッタは草を食べますが、コオロギは野菜屑や小さな昆虫などを食べる雑食性で

す。田んぼの畦の周りではエンマコオロギがたくさん見られました。閻魔様のよう

に大きくてデップリとしたお腹が特徴です:オスはお腹の先に
.2本
のしうぼ (?)が

あり、メスは3本あります。メスの真ん中のシッポは、卵を地面の下に産むための産

卵管です。

悪い虫をこらしめるのはエンマコオロギだけではありません。まだハネの短いオ

オカマキリの子供や、畦に網を張るナガコガネグモ、刺されると痛いコアシナガバ

チなど、田んぼを見張る頼もしい虫もたくさんいました。アマガエルも田んぼの虫

を食べます。それからトンポも。南からの使者のウスバキトンポ、小さなアジアイ

トトンポ、そして、おヨ1染

カラトンポ。トンポは全て

す。ギンヤンマは目撃者が

したが、結局、手に入った

残された抜け殻だけで、少

した。ギンヤンマの抜け殻

ヤンマのようにゴワゴワし

びりついたりはしてませ

ツヤして大変スマートで

まだまだたくさんの生き

しましたが、とても紹介し

イチモンジセセリの成虫

みのシオ

肉食性で

続出しま

のは稲に

し残念で

は、オニ

て泥がこ

ん。ツヤ

す。

物を観察

きれませ

ん。処罰されたイチモンジセセリの幼虫とガラスピンの温室に監禁されて命を落と

した虫たちの冥福を祈ります。

9月 23日 、24日は毎年恒例のカニ山炭焼きキャンプ。しかし、天気はあまりよく



ない。アキアカネが山から帰ってきてはいるが、枝先でじっとしていて、元気がな

い。こんな日は石を裏返してみたり、朽ち本をくずしてみよう。気味の悪い虫もた

くさんいますが、驚くほどきれいな虫や珍しい虫もいます。ムカデには御用心 !!

まずは、ヒゲジロハサミムシ。6月 ごろには植木鉢の下などで卵を抱いているメス

を見かけます。卵のめんどうをよく見る上に、卵がかえるまで2週間ほど、メスは餌

を食べません。ハサミにはさまれても全然痛くありませんし、飼つて見ると面白い

虫です。

それか

さんのセ

ピカ光つ

糞に集ま

きなエン

コオロ

シ (甲虫

林の虫は

チョウ

いところ

面から空き地の草むらにおりてみましょう。

ヒメジャノメ (チョウ)が飛んでいる。元気な羽音をたてているのはキンケハラ
ナガツチバチ。ベッコウバチの一種が獲物のクモを引っ張っていく。オオカマキリ

はもうすつかり大人になつているし、茶色のコカマキリ、デプのハラビロカマキリ

もいました。

アマガエルは草のあちこちに。大小のヒキガエル (ガマガエルとかイボガエルと

か呼ばれる)も捕獲。すばやい茶色のトカゲはカナヘビ。捨てられたバイクに逃げ

ヒゲジロハサミムシ

ら、腐つた枯れ葉の下からたく

ンチコガネを発掘。紫色にピカ

て宝石のようですが、こいつは

る虫です。朽ち木の下からは大

マコオロギと小さなツヅレサセ

ギ、本の皮をめくればクチキム

の仲間)がノソノソと。どうも
地味なものが多いようです。

だってモンシロチョウよりも暗

好きのスジグロシロチョウ。斜

込んだヤモリも子供の執念に負けまし

んだかゲテモノのオンパレードになっ

した。なんとベビも巨石の下の寝込み

れました。このヘビの名はヒバカリ。

れたらその白ぼからの命」という恐ろ

来にもかかわらず、無毒で、かみつこ

えしない水辺のおとなしいヘビです。

しかし、秋はやはり鳴く虫のシーズ

ォロギだけではなくたくさんのキリギ

仲間力S発見されました。ジギジギと鳴
ササキリ

た。な

てきま

を襲わ

「かま

しい由

うとさ

ン.コ
リスの

く小さ

なササキリ、スイッチョの声で知られるウマオイ、小さなシンバルのようなツユム

シetc。 キリギリスの仲間は飼うのが簡単ですから、どんな声で鳴くのか?枕元で耳

を澄ますのも面白いと思います。

雨が激しくなつてきても、子供達は朽ち本のシロアリ帝国の破壊に熱中していま

した。大きなキバの兵隊アリもこれにはかないません。当初は僕が何か観察のテー

マを決めるうもりでしたが、みんながそれぞれの執念と根性を持つて、雨ニモ負ケ

ズに生き物に接しているのもなんだか新鮮でした。
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この拙文も 10回 日にな りました。
私達が会を作つてからは、8年 目に
な ります。そ して 3年 目に田んぼお借
りすることが出来たのですからゃ田植

えも 6回 目を迎えました。始めた頃と
比ヽて自分の中で思いが変わ らない部

分 と、考えがより深まつた部分があり

ます。 この辺で も う一度初心に帰つ

て、日んぼを作ることの意味について

考えてみようと思います。
「野川」とい う都市の中の貴重な自然

環境の中で遊ぶことを出発点 として身

近な自然の大切 さを考えていこう。そ

れ も「4ヽ さな生き物の 視点」か ら考え

て見 よ うとい うのが私達 の立場で し

た。
そ して川へ入つて水遊びをした り、
魚や水性生物を捕まえて種類を調べた

り川辺の草花を見て歩いた りしている

うちに、しだいに野川がサイボーグみ
たいな川であり、そのため生き物の種

類も少ないことが解つてきました。そ

れに輪をかけたのが次第に頻繁になつ

てきた野川の渇水です。弱小な生き物

はいのちを子孫に伝えることが出来な
いのです。私達の日は野川の湧き水や

命を育む環境全体、日pち 田んぼや畑や

雑木林へ向いま した。そこには農業高
校の農場やカニ山に囲まれた谷戸から
流れ出した湧き水の用水路を中心に田
んば、畑、寺社林や屋敷林の広がる、
まさに「里山の風景 ]が あ りました。
丁度その頃、つくば研究学園都市に

農水省の農業環境技術研究所の植生動
態研究所室長の守山弘氏の造られたミ
ニ農村 (約 1∞ ベ クタ‐ル )を 見学に訪
れ深い感銘を受けました。霞ケ浦から
水を引き、雑木林やため池、田んば、
むらはずれにはお稲荷 さんまで置き、
昔のままの田園風景 「里山」の再現で
す。
3年後そ こには 30数 種類の トン

ワニナ、色んなバ ッタ、キツネやタヌ

キまで姿を見せたといいます。いかに

里山が多様性に富みエコロジカルな空

間であるかが解 ります。 この様な谷津

田 (谷 戸 田 )を 取 り巻 く環境 は 日本の

「原風景」 ともい うべきものです。
私達の祖先が世界でも稀ににみる森
の多い環境の中で、「落葉樹の森の文

化 Jと もいうべき縄文文化を発展 させ、
日本の温暖化 と共に東進 してきた照葉
樹の森の中で、焼畑農耕によつて雑木
林を維持 し、縄文時代の末期に大陸か

ら稲作技術をもつた人達が大量に渡来
し、米作りを広めて行きました。
雑木林は水源涵養林 として、また燃
料、肥料収集の場 として大切に維持 さ
れてきました。
このような都会に残 された貴重な場
所で田んぼ作 りをしなが ら、私達は雨
に願いをかけ、お 日様 に感謝 し、風に

心悩ませ、雀の群 と戦い、自然を身に
染みて感 じた日々でした。そこで出会
つた愛 しい生き物たち、イナゴ、バ ッ
タ、カマキリ、オケラ、ドジョウ、ヤゴ、
アマガエル、ガマガエル、カフニナ、シ
ジミ、虫を狙 つて くるセ キレイや ツバ

メ。 しかし何 といつてもたんぼの主役
は季節の変わ り目毎に顔 を見せ る 10

数種類の トンボたちと夜を通 して止む
ことのないカエルの鳴き声です。
私達が田んぼつくりを通 して得た真
の願いはこのような貴重な場所を、丈
化や生 ものも含めて丸 ごと残 し、人々
がつなが りあ う街にしたいとい うこと
です。

.慶 イ

ボ、ダルマガエル、 トカゲやヘビ、カ
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i       (1995年 5月 か ら 1996年 12月 )
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15月   1日  苗代のネット補強 14目  草取り、堆肥入れ、耕経   ミ
1    21日  苗代のネット外し 28曰  くろつけ         、

|][  :][]言言[〔,][Li:[塁 [言ir.II]、  21日  T植 |
18月   :!日 。号警

,、
生物観察会 (指導  上

営 讐者倉 曇 L み l_,最 :鶴 瞬 百 よ h鼻 柚  1ヽ4A,キ 比26, 27日  柏野夏祭 り参加、当会は焼き鳥担 当で、たい′ヽ、ん繁
i

:ハ 日 季 :LF i:.I…

体 ソ い ｀ ~よ 廃 で 確 ヨ 颯
…

ヽル 繁
1

′‐:ハ ′ H́_ヽ  … 6‐・「
h  “"," fr_hi′、一_.≧

:9月  〕::霧倉よ組こ」4管も、,■検 ‰こな 鼎視芦こし:
110月  ]:日 稲需ザ

リ絹馬丁
~`~ ~~'~^― ″…″ヽ…し―‐′   t

稲メリリ 14日  レング種まき 21_日  脱嚢      :
:~~~ 二6日

…
新藉り

～―″ヽ
            t

:11月  'I口精莱ミ11月  :言
卜・
精莱

1日
ソ

t

3日  収穫祭 (餅つ き、焼き芋、豚汁、バーベキューな ど、 60数 :
人参加 )

t12月  落ち薬拾い
ヽ

|)

ζし (2回 目)
:し (3回 日) 21日  苗床作 り

:    27日  種蒔き
t5月   5日  耕転  12日  堆肥入れ、耕な  26曰  くろつけ
t6月   1,2,3日  水見回りするが、水なし
t    15日 絵堂地区は田植え終了、佐須地区は田植えの見通し立たず。
t    6月 の降雨量が史上ワースト2となる。

17月   l: 薄墜3曇
家ξ合
の
鷲景ξ
頼む力

:、

実現せず。
1    11日  日植え (も つ とも遅い記録 となつた )

t

t

t

t

t

8ヽ月   4日  1番草、追肥  17日  虫取り、消毒
1    23,24目  柏野夏祭り参力,(焼 き鳥 )
9ヽ月   21日  追肥、かかし作り(4体 )

25日  追 肥    i
ミ
t

Lの遅れや害虫などのため最悪の出来)さ
復 10日  脱穀         ヽ
)                                                             ヽ

空管胸鷲豊望覧董E_′″_′」
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堆肥切り返し (1回 日)     |1ヽ月   12日  荒起こし (1回 目)、

ヽ2月   2日  堆肥切 り返 し (2回 目)                ミ
(2回 日) 26日  種蒔き    ヽ
取り、苗十ヽネット外し      、

主

:FT馨草 20日  中千し    |

修復
                    |

ャンプ (6回 目。雑木林 との共生を願 t
t    つて続けています。 ドラム缶釜で最高の炭がとれました。)   :
t     16日  籾摺り                         t
t    23日  精米 (収穫 136Kg今 までで最高の出来 !)     t
t    24日  収穫祭                       l
t12月  7日  カニ山で堆肥のための落ち葉拾い (リ ヤカー 3台分)   i
:                                                                                                           ヽ
ミIθ θθケ             t
l:月   :]: 棄量こと

｀
(管盤留F、弩着絶野舅3(2回目)        i

t4月   26口  用水路の清掃 と生き物調査、観察会 (講師の上村君は我が t
i    会の会員で、現在動物牛態学を学ぶ都立大 4年 の トンボ青年です。)t
t    29日  種蒔き                       t
t                                                                                                                   t

t編集多認                   t
t 1995年 5月 の 11号を出して以来、長らくお休みをしておりましたが、t
t3年ぶりに発行にこぎつけました。継続 して発行するためにはそれに携わる t
t人たちめエネルギーが必要だと改めて

重電単:義覺私実践的活動め役割を再 |t 環境や、教育に対する問題意識が高
:認識 し、積極的に発信していきます。 (四 方田)            t
t                                                                                                           t
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